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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
投
擲
（
と
う
て

き
）
と
い
う
フ
ィ

ー
ル
ド
競
技
の
部

門
が
あ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ

で
は
無
論
戦
争
技
術
の
一
部

だ
っ
た
。

　

投
擲
競
技
だ
け
で
な
く
球

技
な
ど
で
物
を
投
げ
た
り
飛

ば
し
た
り
す
る
が
、
こ
の
動

作
は
反
復
練
習
で
精
度
を
上

げ
る
楽
し
み
の
他
に
、「
ぶ

っ
飛
ば
す
」
行
為
は
ス
ト
レ

ス
解
消
に
有
効
な
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
二
足
歩
行
で
手

が
器
用
に
な
っ
た
人
類
は
、

物
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
投

げ
る
技
術
で
自
ら
を
進
化
さ

せ
文
化
を
育
て
た
。
手
で
投

げ
る
だ
け
で
な
く
、
投
擲
道

具
も
進
歩
さ
せ
た
。

　

火
薬
の
発
明
も
投
擲
に
応

用
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
軍

事
技
術
ば
か
り
が
発
展
し

た
。
幕
末
の
鳥
羽
伏
見
の
戦

い
で
は
、
丸
い
ボ
ー
ル
状
の

幕
軍
の
砲
と
ア
メ
フ
ト
み
た

い
な
螺
旋
回
転
で
飛
ぶ
砲
と

の
闘
い
で
、
そ
の
性
能
の
差

が
勝
敗
を
決
し
た
。
大
和
と

武
蔵
の
46
㌢
砲
が
無
用
に
な

っ
た
の
は
、
平
和
に
な
っ
た

か
ら
で
は
な
く
、
武
器
の
進

歩
の
せ
い
だ
か
ら
悲
し
い
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
人
類
が

殺
戮
本
能
を
う
ま
く
投
擲
本

能
に
す
り
替
え
れ
た
ら
大
儲

け
で
あ
る
。

１万人達成を拍手で祝う参加者ら＝５日、Ｍ＆Ｄホール

再
建
の
先
に
は
、
何
が
待
っ

て
い
る
か
。
橋
下
知
事
は

「
僕
は
ど
う
い
う
思
い
で『
大

阪
維
新
』プ
ロ
グ
ラ
ム
案
を

取
り
ま
と
め
た
の
か
と
い
い

ま
す
と
、
一
言
で
い
え
ば
道

州
制
、
国
か
ら
の
税
財
源
の

移
譲
を
求
め
る
、
こ
れ
に
尽

革
」
の
下
で
は
、
い
く
ら
我

慢
し
て
も
、
府
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
が
良
く
な
る
見
込
み
は

な
い
。
そ
れ
は
橋
下
知
事

が
、
福
祉
・
医
療
等
の
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
は
、
府
の
仕
事

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
か

ら
だ
。

見
で
「
住
民
生
活
に
か
か
わ

る
こ
と
は
市
町
村
の
皆
さ
ん

に
お
願
い
す
る
。
そ
の
意
味

で
、
権
限
と
お
金
は
渡
し

て
、
そ
し
て
、
住
民
の
生
活

の
細
か
な
こ
と
を
知
っ
て
い

る
市
町
村
の
皆
さ
ん
に
、
そ

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
、
住
民
生

し
、
実
際
は
医
療
や
福
祉
な

ど
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
大
幅

に
低
下
す
る
。
理
由
は
、
橋

下
知
事
の
こ
の
提
案
は
、
小

泉「
構
造
改
革
」と
し
て
実
施

さ
れ
た
三
位
一
体
の
改
革
と

ま
っ
た
く
同
じ
だ
か
ら
だ
。

　

三
位
一
体
の
改
革
と
は
、

ま
で
よ
り
額
を
大
幅
に
減
ら

す
と
い
う
の
が
三
位
一
体
の

改
革
で
あ
っ
た
。

　

小
泉
氏
の
三
位
一
体
の
改

革
で
は
、
地
方
へ
の
予
算
の

４
分
の
１
が
カ
ッ
ト
さ
れ

た
。
も
ち
ろ
ん
補
助
金
が
交

付
金
に
変
わ
っ
た
か
ら
と
い

活
の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
た

だ
く
」
と
話
し
た
。

　

一
見
、
こ
れ
ま
で
の
府
が

提
供
し
て
い
た
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
、
よ
り
住
民
に
身
近
な

市
町
村
が
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

す
れ
ば
、
き
め
細
や
か
な
対

応
と
な
り
、
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
い
よ
う
に
思
え
る
。
し
か

こ
れ
ま
で
使
途
の
決
め
ら
れ

て
い
た
補
助
金
（
国
庫
支
出

金
）
を
廃
止
し
、
代
わ
り
に

地
方
自
治
体
の
権
限
で
使
え

る
交
付
金
と
し
て
お
金
を
渡

す
。
地
方
自
治
体
は
、
使
い

道
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る
の

で
効
率
的
に
お
金
を
使
う
工

夫
が
出
来
る
と
し
て
、
こ
れ

で
も
医
療
費
助
成
に
一
部
負

担
金
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
の

府
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ

な
が
っ
た
。
こ
れ
を
市
町
村

相
手
に
や
ろ
う
と
し
て
い
る

の
が
橋
下「
改
革
」で
あ
る
。

　

府
民
サ
ー
ビ
ス
を
大
幅
に

削
減
し
な
が
ら
進
め
る
財
政

道
州
制
で
大
企
業
の
利
益
確
保
へ

改
革
の
先
は「
府
の
解
体
」

き
ま
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

橋
下「
改
革
」が
進
め
る
財
政

再
建
の
先
に
は
、
府
民
の
た

め
の
施
策
の
充
実
は
な
く
、

「
大
阪
府
の
解
体
」と
大
企
業

に
集
中
的
に
税
金
を
つ
ぎ
込

む
体
制
と
し
て
の「
道
州
制
」

だ
け
で
あ
る
。�

（
つ
づ
く
）

政
策
部 ③

橋
下「
改
革
」

橋
下「
改
革
」

　
　

 

虚
像
と
実
像

策
が
復
活
す

る
。
だ
か
ら
今

は
我
慢
し
な
け

れ
ば
」
と
考
え

て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か

し
、
橋
下
「
改

な
る
組
織
拡
大
を
誓
い
合
っ

た
。
医
科
協
会
が
発
足
し
て

59
年
、
歯
科
協
会
発
足
37
年

で
の
到
達
で
、
７
月
１
日
現

在
の
会
員
数
は
医
科
６
２
６

３
人
、
歯
科
３
７
５
４
人
。

　

伊
津
進
弘
理
事
長
は
「
７

人
の
賛
同
者
と
府
下
の
１
０

０
人
の
会
員
で
発
足
し
た
歯

科
協
会
が
、
い
ま
３
７
０
０

人
を
超
え
、
非
常
に
喜
ん
で

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
行
政
や

府
民
へ
の
働
き
掛
け
で
協
会

の
価
値
や
信
用
度
を
高
め
、

会
員
を
増
や
し
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

ま
た
、
医
科
協
会
の
高
本

英
司
理
事
長
が
挨
拶
、
協
同

組
合
の
紀
野
正
理
事
長
が
お

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

込
み
上
げ
る
思
い
を
語
っ

た
の
は
、
協
会
設
立
時
の
メ

ン
バ
ー
の
玉
川
和
隆
名
誉
理

事
長
。「
発
足
当
時
の
保
険

診
療
よ
り
も
自
由
診
療
や
差

額
診
療
と
い
う
風
潮
が
、

『
保
険
診
療
の
重
視
で
歯
科

医
療
を
守
れ
』
と
い
う
皆
の

献
身
的
な
努
力
で
風
向
き
が

変
わ
っ
た
。
１
万
人
会
員

は
、
37
年
間
で
の
多
く
の
人

た
ち
の
努
力
の
結
晶
。
感
慨

無
量
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

歯
科
協
会
前
理
事
長
の
小

山
榮
三
理
事
・
相
談
役
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
問

題
を
取
り
上
げ
「
野
党
に
よ

る
廃
止
法
案
の
可
決
や
、
協

会
へ
の
マ
ス
コ
ミ
取
材
な
ど

は
か
つ
て
な
か
っ
た
」
と
指

摘
。「
こ
れ
か
ら
は
、
国
民

と
共
同
し
て
運
動
の
先
頭
に

立
っ
て
発
展
し
て
い
き
た

い
」
と
力
を
込
め
た
。

　

設
立
当
初
か
ら
協
会
運
動

に
携
わ
っ
て
き
た
永
田
悦
夫

副
理
事
長
は「
あ
の
時
、口
を

つ
ぐ
ん
だ
ま
ま
だ
っ
た
ら
、

日
本
の
歯
科
医
療
は
も
っ
と

ひ
ど
く
な
っ
て
い
た
と
思

う
」
と
し
み
じ
み
語
っ
た
。

　

大
阪
府
歯
科
保

険
医
協
会
と
医
科

協
会
は
、
会
員
数

が
４
月
に
１
万
人

を
突
破
し
た
こ
と

を
祝
い
「
１
万
人

会
員
達
成
！
祝
賀

会
」
を
、
５
日
、

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で

開
い
た
。
歯
科
・

医
科
協
会
、
協
同

組
合
の
理
事
や
名

誉
役
員
、
評
議
員

ら
89
人
が
駆
け
付

け
、
喜
び
の
言
葉

を
交
わ
し
、
さ
ら

と「
変
わ
ら
な
い
」
と
の
回

答
が
70
％
を
超
え
た
協
会
の

改
定
影
響
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

（
今
年
５
月
実
施
）
の
結
果

と
合
致
す
る
。
協
会
・
保
団

の
金
額
で
は
▲
２
・
４
％
、

と
な
り
、
大
き
く
落
ち
込
ん

で
い
る
。

　

こ
の
状
況
は
、
１
件
当
た

り
の
点
数
が「
下
が
っ
た
」

さ
ら
な
る
組
織
拡
大
誓
い
合
う

相談料は無料、会場は保険医会館１Ｆです｡
事前予約制で、１週間前に締め切ります。

専門家がおこたえします

室相 談各 種
雇用相談

【日　時】８月21日（木）午後２時～４時
【相談者】堀口正二社労士

税務相談
【日　時】９月17日（水）午後２時～４時
【相談者】西川真幸税理士

法律相談
【日　時】９月１日（月）午後２時～４時
【相談者】河村武信弁護士

　

基
金
の
支
部
別
確
定
状
況

の
歯
科
医
療
保
険
分
を
見
る

と
大
阪
で
は
、
前
月
比
で
件

数
が
▲
７
・
３
％
、
金
額
が

▲
５
・
０
％
、
１
件
当
た
り

（
同
）と
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

　

改
定
関
連
の
報
道
で
は
、

日
本
歯
科
新
聞
が
１
日
付

で
、
協
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
報
じ
た
。
記
事
で
は
、

　

知
事
は
『
大
阪
維
新
』
プ

ロ
グ
ラ
ム
案
の
発
表
記
者
会

　

多
く
の
府
民
が
「
財
政
が

立
ち
直
れ
ば
、
ま
た
府
民
施

っ
て
地
方
の

仕
事
量
が
４

分
の
３
に
な

る
わ
け
で
は

な
い
。結
局
、

地
方
自
治
体

の
財
政
は
急

激
に
悪
化

し
、
大
阪
府

大阪基金
確定金額

協
会
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
合
致

前
月
比
件
当
金
額 

マ
イ

ナ
ス

2.4
％

１
万
人
達
成
祝
賀
会
を
開
く

●職員の人件費削減案も含め、申しわけありません
が、府民サービスにも直接切り込ませてもらってい
ます。ただし、この歳出削減は、この歳出削減をす
ることによって何か夢のような生活が待っているも
のではありません。

●何かこの歳出削減をやって、財源をためて、お金を
ためて、府民の皆様の夢のような生活といいます
か、ハッピーライフにそのためたお金を使うんだと
いうことではないんです。

●僕はどういう思いで大阪維新プログラム案を取りま
とめたのかといいますと、一言でいえば道州制、国
からの税財源の移譲を求める、これに尽きます。

●私も含めて、今の日本の大阪の生活レベル、厳しい
方もいっぱいいらっしゃるかもわかりませんが、世
界を見れば、まあまあそこそこやっていっているほ
うじゃないかなと思っています。

●スウェーデンのような高福祉国家はなじまないと思
っています。そうであればどうするのか。これは、
住民の皆さんによって、府民の皆さんによって、でき
ることはやっていただく。いわゆるコミュニティー
の再生、住民間同士での互助、これがどうしても必要

●大阪は、住民生活に直接かかわることではなく市町
村の取りまとめ役、市町村に対して専門的な立場か
らアドバイスをしていく

『大阪維新』プログラム案発表記者会見での橋下知事の発言

社会保険診療報酬支払基金の歯科医療保険確定状況
（08年4月診療分）

全国 前月比
件数（件） 8,302,452 ▲6.5％
金額（千円） 74,187,365 ▲4.8％
1件当金額（円） 8,936 　2.9％

大阪 前月比
件数（件） 624,039 ▲7.3％
金額（千円） 6,113,313 ▲5.0％
1件当金額（円） 9,796 ▲2.4％

「社会保険診療報酬支払基金ホームページ」「なにわ基金だより」より作成

保険医協会会員アンケートを紹介する日本歯科新聞７月１日付

医科･歯科協会

連
は「
08
改
定
が
歯

科
医
療
の
危
機
を
打

開
す
る
も
の
で
な

い
」
と
主
張
し
て
き

た
が
、
そ
の
こ
と
が

さ
ら
に
鮮
明
に
な
っ

た
。

　

全
体
の
確
定
状
況

で
は
、
歯
科
利
用
保

険
分
で
件
数
が
▲
６

・
５
％（
前
月
比
）、

金
額
が
▲
４
・
８
％

（
同
）
と
い
ず
れ
も

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た

が
、
１
件
当
た
り
の

金
額
は
２
・
９
％

４
月
の
保
険
請
求
１
件
当
た

り
の
点
数
に
つ
い
て
「
下
が

っ
た
」
と
「
変
わ
ら
な
い
」

を
あ
わ
せ
て
７
割
以
上
が
前

回
改
定
の
マ
イ
ナ
ス
か
ら
抜

け
出
せ
な
い
で
い
る
状
況
を

浮
き
彫
り
に
す
る
結
果
と
な

っ
て
い
る
と
し
て
、
円
グ
ラ

フ
と
と
も
に
掲
載
し
て
い

る
。ほ
か
に
も
、改
定
評
価
が

「
良
か
っ
た
」と
し
た
回
答
は

１
割
に
も
満
た
な
か
っ
た
こ

と
や
、
保
険
点
数
の
配
分
に

つ
い
て
「
技
術
料
に
配
分
す

べ
き
」
が
半
数
以
上
を
占
め

た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
は
08
年
診
療
報
酬
改
定

後
、
初
の
請
求
と
な
る
４
月
の
保
険
診
療
分
に
つ
い
て
、
審

査
・
支
払
い
の
確
定
状
況
を
６
月
末
に
公
表
し
た
。
支
部
別

で
見
る
と
大
阪
で
は
、
前
月
比
で
件
数
・
金
額
・
１
件
当
た

り
の
金
額
の
い
ず
れ
も
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

08改定 歯科医療危機続く


